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第３節 

いきいきとした生活のための 

健康・福祉の社会づくり 

〔１〕 区民の健康づくりのために 

 

１ 生活習慣病と健康 

（１）区民の生命と健康を守るためのしくみづくり 

（２）がん予防対策の推進 

 

２ 心の健康づくり 

（１）心を元気にするためのしくみづくり 

 

３ 生涯スポーツの推進 

（１）健康スポーツ都市・江戸川の形成 

 

４ 感染症と健康危機への対応 

（１）感染症対策などの充実 

 

５ 食と住の安全性 

（１）健康食住の推進 

 



54 
 

１ 生活習慣病と健康 

【施策の考え方】 

高齢化の進展、食生活、ライフスタイル等の多様化に伴い、生活習慣病が区民共通の課題となっています。 

生活習慣病は、日頃の生活習慣と密接な関係があるため、正しい生活習慣を身に付け、年齢、生活環境等

に応じた健康づくりを進めることが大切です。自分の健康は自分で守り、自分でつくることを基本に、区民一人

ひとりの「健康寿命」をのばすことを積極的に支援するための施策を展開します。 

【施策体系図】 
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３０１ 健康サポートセンターの運営 

３０２ 安心できる保健医療体制の整備 

ア． 固定式休日診療の充実 

３０３ いつでも受けられる健診体制の充実 

ア． 区民基本健診の充実 

アー１ ４０歳未満・その他 

アー２ ７５歳以上の後期高齢者医療制度加入者 

（委託） 

イ． 生活習慣病に関する健康診査（特定健診）の充実  

ウ． がん検診の充実 

エ． 母子保健の充実 

オ． 成人歯科健診の充実 

カ． 乳幼児からの歯科健診の充実 

３０４ より良い生活習慣づくり 

ア． 食育の推進  

イ． 生活習慣病予防事業の充実  

ウ． 生活習慣病予防に関する保健指導（特定健診） 

の充実 

エ． ８０２０運動の推進 

３０５ 地域からの健康づくり 

ア． 地域密着型の健康づくり運動の展開 

イ． ファミリーヘルス推進員の支援 

ウ． 健康ボランティアや健康づくりグループの 

育成及び支援  

３０６ 手軽な健康増進のためのしくみづくり 

 

３０７ がん予防対策の推進 

ア． がん検診の充実 （再掲載303） 

イ． 受診率向上事業の実施 

ウ． がん予防推進月間等普及啓発の実施  

エ． 喫煙率低下の取組み 

オ． がんシステムの構築 

カ． がん予防推進協議会の設置 
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（１）区民の生命と健康を守るためのしくみづくり 

３０１ 健康サポートセンターの運営 

妊娠分娩期及び乳幼児期から熟年期までの健康相談、各種健診、精神保健福祉、生活習慣病予防対策、

介護予防等を行う健康サポートセンターを区内８か所に設置し、生涯を通じた健康づくりを支援します。 

 

３０２ 安心できる保健医療体制の整備 

固定式休日診療を江戸川区医師会夜間・休日急病診療所で実施します。また、従来の輪番制との連携を図

ることにより、区民が安心できる医療体制の充実に努めます。 

施策コード ３０２ 年次計画 

計画事業内容 ２７年度 ２８年度 ２９年度 

固定式休日診療の充実 
固定式休日診療事業

の充実 
同左 同左 

事業費 ３０，４７８千円 ３０，４７８千円 ３０，４７８千円 

 

３０３ いつでも受けられる健診体制の充実 

健康寿命の延伸を阻害し、介護の要因となる生活習慣病を予防するため、若年層から生活習慣病予防を意

識づけさせるとともに、受診対象世代の人口動態に合わせたより受診しやすい受診体制の構築を検討します。 

併せて、効果的な受診勧奨を行うなど受診率向上に努めます。 

また、妊婦健診や乳幼児期からの健康づくりを進め、母子保健の向上に努めます。 

施策コード ３０３ 年次計画 

計画事業内容 ２７年度 ２８年度 ２９年度 

区
民
基
本
健
診
の
充
実 

４０歳未満・その他 １２，７５０人 １２，９００人 １３，０５０人 

事業費 ９９，３９３千円 １００，６５８千円 １０１，９２４千円 

７５歳以上の後期高齢者 

医療制度加入者（委託） 
３７，６００人 ３９，７００人 ４２，２００人 

事業費 ４００，６４６千円 ４２３，００４千円 ４４９，６４１千円 

生活習慣病に関する健康診査 

（特定健診）の充実  
６０，５００人 ６２，８００人 ６３，４００人 

事業費 ７１５，０２６千円 ７４２，１７１千円 ７４９，２６２千円 

がん検診の充実 １２３，９００人 １２５，４００人 １２６，９００人 

事業費 ９２６，０８０千円 ９３７，２０８円 ９４８，２３８千円 

母子保健の充実 

妊婦健康診査 

受診費助成 
同左 同左 

乳幼児健診の実施 

４２，５５０人 
同左 同左 

事業費 ６７６，３７７千円 ６７６，３７７千円 ６７６，３７７千円 

成人歯科健診の充実 ６，５００人 ６，５５０人 ６，６００人 

事業費 ５４，８４１千円 ５５，２６３千円 ５５，６８４千円 
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乳幼児期からの 

歯科健診の充実 

乳幼児歯科事業 

の実施 

２４，７００人 

同左 同左 

事業費 ５２，７７２千円 ５２，７７０千円 ５２，７７０千円 

 

３０４ より良い生活習慣づくり 

健康で生き生きとした生活を送るため、「食」に関わる団体等との連携を通じた食育を推進します。

その中で、親子・中学生を対象としたメニューグランプリ、関係団体の取り組みを推進するための食育

講演会等を実施し、「食育」を更に地域へ拡げていきます。 

また、生活習慣病の予防には、口腔の健康は食べることに直結し運動機能を支える点でも重要である

ため、乳幼児から学齢期、成人熟年へとあらゆる年代へのアプローチに歯科キャラクターを活用し、８

０２０運動※の推進を地域と連携して推進します。 

健康寿命の延伸のためには、若い世代からの生活習慣が大切であり、子どもの健診等の機会を捉えて、

その保護者への生活習慣改善（禁煙、栄養、運動、口腔ケアなど）を促します。 

※８０２０運動：「８０歳になっても２０本以上自分の歯を保とう」という運動。 

施策コード ３０４ 年次計画 

計画事業内容 ２７年度 ２８年度 ２９年度 

食育の推進 
食育推進連絡会を中

心とした食育の推進 
同左 同左 

事業費 ２，０３１千円 ２，０３１千円 ２，０３１千円 

生活習慣病予防事業の充実 

セミナー、イベント、 
相談・指導等の実施 

同左 同左 

食生活改善の支援 同左 同左 

事業費 ２，１７２千円 ２，１７２千円 ２，１７２千円 

生活習慣病予防に関する 

保健指導（特定保健指導） 

の充実 

２，３４３人 ２，５９３人 ２，７６５人 

事業費 ５０，３７６千円 ５５，７５０千円 ５９，４４８千円 

８０２０運動の推進 周知・啓発 同左 同左 

事業費 ８２４千円 ２５３千円 ２５３千円 

 

３０５ 地域からの健康づくり 

生活習慣病及び介護予防を図るため、ウオーキングの啓発や推進、健康課題に関する地域出前講座を実施

するなど地域の自主的な健康づくり運動を支援します。 

食習慣改善、口腔ケアや口腔の機能維持向上等の健康づくりについての総合的な学習の機会を提供する中、

受講者同士の自主的なグループ活動の立ち上げを支援することにより、地域の健康づくりグループなどの拡充・

支援に努めます。また、家庭・地域からの健康づくりを担うファミリーヘルス推進員の活動を支援するとともに、地

域で健康づくり活動を実践するボランティアの育成等に努めます。 
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施策コード ３０５ 年次計画 

計画事業内容 ２７年度 ２８年度 ２９年度 

地域密着型の健康づくり 

運動の展開 

健康ウオーキング大会・各

種健康講座等の開催 
同左 同左 

事業費 １，４０４千円 １，４０４千円 １，４０４千円 

ファミリーヘルス推進員 

の支援 

活動支援 

８団体３４０名 

同左 

委嘱式 

活動支援 

８団体３４０名 

事業費 ８，６４６千円 ９，２４６千円 ８，６４６千円 

健康ボランティアや健康づく

りグループの育成及び支援 

ボランティア・健康づくり 

グループの育成及び支援 
同左 同左 

事業費 ２０５千円 ２０５千円 ２０５千円 

 

３０６ 手軽な健康増進のためのしくみづくり 

河川堤防上の通路等の利用を図り、サイクリングロードの整備の充実に努める等、健康増進のために、自然

の中で気持ちよく散歩等が行える環境づくりを推進します。 
 

（２）がん予防対策の推進 

３０７ がん予防対策の推進 

がん検診は、特に働き盛り・子育て世代で罹患が増加する大腸がん・乳がん・子宮頸がんについて、効果的

な受診勧奨を行うなど受診率向上に努めます。 

平成２４年に策定されたがん予防推進計画に基づき行われてきたがん予防対策の効果について検証し、計

画の見直しにつなげます。 

施策コード ３０７ 年次計画 

計画事業内容 ２７年度 ２８年度 ２９年度 

がん検診の充実 

再掲３０３ 
１２３，９００人 １２５，４００人 １２６，９００人 

事業費 －千円 －千円 －千円 

受診率向上事業の実施 
クーポン事業の実施 

勧奨効果の検証 
効果的な勧奨の実施 同左 

事業費 １３，１７１千円 ５，１５６千円 ５，１５６千円 

がん予防推進月間等 

普及啓発の実施 

効果的な啓発の実施 

中学校出前教室の実施 

啓発効果の検証 

がん教育の取組 

効果的な啓発の実施 

がん教育の取組 

事業費 ２，０６０千円 ２，０６０千円 ２，０６０千円 

喫煙率低下の取り組み 普及啓発の実施 同左 同左 

事業費 ３９６千円 ３９６千円 ３９６千円 

がんシステムの運用 
システムの運用 

受診勧奨への活用 
同左 同左 

事業費 ※※※千円 ※※※千円 ※※※千円 

「－」：事業費は、がん検診の充実（施策コード３０３）の中で計上しています。 
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２ 心の健康づくり 

【施策の考え方】 

ストレスの多い社会に生きる現代人にとって、「心の健康」は生活の質を左右する重要な要因の一つです。家

族関係、地域社会への帰属意識等が大きく多様化する中で、高度情報化社会の進展等により、区民一人ひとり

をとりまく環境はこれまでにも増して変化が激しくなっています。このような変化を受け止め、心のバランスを保っ

ていくことが大切です。 

そのため、心の健康を保つための啓発、正しい情報の提供、相談支援等の心を元気にするためのしくみづく

りを進めます。 

【施策体系図】 

 
 
 
 
 
 

（１）心を元気にするためのしくみづくり 

３０８ こころの健康づくり対策 

こころの健康を維持する施策として、早期発見できる環境の構築を継続し、「こころの体温計事業」を実施しま

す。また、自殺防止対策の人材育成として、地域の方々や全区職員を対象とした「いのち見守り隊養成講座」を

実施します。「いのち見守り隊」の早期サインの気づきにより、自殺を未然に防止します。 

自殺防止連絡協議会及び当事者支援事業（総合相談会、自殺未遂者支援）では、全庁内各部署、各種相

談支援事業所などの地域の関係機関が連携して、相談・支援につなげます。 

東京都薬物乱用防止推進江戸川区地区協議会（薬防協）の事務所として、教育委員会や学校、警察と連携

し薬物乱用防止の普及啓発活動を推進します。 

施策コード ３０８ 年次計画 

計画事業内容 ２７年度 ２８年度 ２９年度 

こころの体温計事業の実施 
メンタルヘルスチェック

システム 
同左 同左 

事業費 ３８９千円 ３８９千円 ３８９千円 

自殺防止対策事業の実施 

自殺防止連絡協議会 

当事者支援（総合相談

会、自殺未遂者支援） 

普及啓発事業（キャン

ペーン等） 

人材育成（いのち見守

り隊養成講座の実施） 

同左 同左 

事業費 ２，５３２千円 ２，５３２千円 ２，５３２千円 

薬防協の活動の支援 
薬物乱用防止の普及

啓発活動の実施 
同左 同左 

事業費 ７９０千円 ７９０千円 ７９０千円 
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３０８ こころの健康づくり対策 

ア． こころの体温計事業の実施 

イ． 自殺予防対策事業の実施  

ウ． 薬防協の活動の支援 
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３ 生涯スポーツの推進 

【施策の考え方】 

生活習慣病を予防し、心の健康を保ち、生涯にわたっていきいきと楽しく暮らすためには、そのもととなる身体

の健康づくりを進めることが不可欠であり、区民一人ひとりが体力、興味等に応じて生涯スポーツを続けることが

大切です。 

江戸川区には、球場、陸上競技場等のスポーツ競技の本格的な施設をはじめ、河川敷の野球場、サッカー

グラウンド、健康の道、サイクリングロード等、健康づくり、スポーツの場等が多様に整えられています。今後さら

に、誰でもどこでも身近にスポーツを続けられる環境づくりを進めます。 

【施策体系図】 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

 

 

 

 

（１）健康スポーツ都市・江戸川の形成 

３０９ 運動やスポーツに親しむ場づくり 

各種スポーツ講座を開催し、区民の健康・体力づくりや生涯スポーツとして誰もが楽しめるスポーツの普及を

図っていきます。また、各種団体と連携し実行委員会を組織し、マラソン大会等区民が安心して楽しめるイベント

を開催していきます。 

施策コード ３０９ 年次計画 

計画事業内容 ２７年度 ２８年度 ２９年度 

各種講座・スポーツ指定開放

の開催 

再掲２１０ 

開催 同左 同左 

事業費 －千円 －千円 －千円 

公益性のある大会、講座等

の支援・後援 

再掲２１０ 

支援 同左 同左 

事業費 －千円 －千円 －千円 

生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の
推
進 

健
康
ス
ポ
ー
ツ
都
市
・江
戸
川
の
形
成 

３０９ 運動やスポーツに親しむ場づくり 

ア． 各種講座・スポーツ指定開放の開催 （再掲210） 

イ． 公益性のある区内大会、講座等の支援･後援 （再掲210） 

ウ． 実行委員会組織による各種イベントの開催 （再掲210） 

 

 

３１０ 健康スポーツを支える人づくり 

ア． スポーツ関係団体の育成・支援  

 

３１１ スポーツ競技の振興 

ア． 区民大会等の開催 

イ． 東京オリンピック・パラリンピック気運醸成【新】 
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実行委員会組織による 

各種イベントの開催 

再掲２１０ 

実行委員会による各種

イベントの開催 
同左 同左 

事業費 －千円 －千円 －千円 

「－」：事業費は、各種講座・スポーツ指定開放の開催・公益性のある大会、講座等の支援・後援・実行委員会組織による各種イベ

ントの開催（施策コード２１０）の中で計上しています。 
 

３１０ 健康スポーツを支える人づくり 

地域スポーツ活動を推進するため、スポーツ推進委員や地域スポーツ推進員等健康スポーツを支える人づく

りに努めていきます。 

施策コード ３１０ 年次計画 

計画事業内容 ２７年度 ２８年度 ２９年度 

スポーツ関係団体の 

育成・支援 
育成・支援 同左 同左 

事業費 １１，０３３千円 １１，０３３千円 １１，０３３千円 
 

３１１ スポーツ競技の振興 

区民大会等を通して相互交流と日頃の練習成果を発揮する場として実施し、スポーツ競技の振興を図ってい

きます。 

東京オリンピック・パラリンピックについては、2020年開催に向けた気運醸成のための区民一体となった取り組

みを実施していきます。 

施策コード ３１１ 年次計画 

計画事業内容 ２７年度 ２８年度 ２９年度 

区民大会等の開催 
体育会と共催により 

実施 
同左 同左 

事業費 １８，６７４千円 １８，６７４千円 １８，６７４千円 

東京オリンピック・ 

パラリンピック気運醸成 

【新】 

実施 同左 同左 

事業費 １０，０００千円 ＊＊＊千円 ＊＊＊千円 
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４ 感染症と健康危機への対応 

【施策の考え方】 

乳幼児のすこやかな成育を図るためには、麻疹、風疹等の予防接種率をさらに高めることが課題です。また、

高齢の人々を中心とした、結核等の感染症に対する危険性の増加も危惧されます。さらに、エイズ、Ｃ型肝炎、

病原性大腸菌等の対策も重要です。このような状況を踏まえ、健康危機の原因となる感染症等の情報を収集し、

正しい知識及び情報の提供、予防方法の啓発等を行います。また、食品、飲料水等の事故の防止を図り、大規

模食中毒等の健康危機等に、迅速に対応できる体制づくりを進めます。 

【施策体系図】 

 

 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

（１）感染症対策などの充実 

３１２ 感染症予防対策等の充実 

疾病を防ぐには、効果的な予防接種の取り組みが必要となり、法による定期予防接種の接種率を向上させる

ための取り組みや、子宮頸がん（２０歳）予防等任意の予防接種についての費用の助成を行っていきます。 

また、国が定期予防接種化を予定している、B型肝炎、おたふくかぜ、ロタウイルス予防接種の実施について

も、予防接種法改正等を踏まえた対応を行います。 

ＨＩＶ／ＡＩＤＳ※及びＳＴＩ※、結核等の感染症の予防対策の充実を図るため、ＨＩＶ抗体迅速検査、結核健診

等を実施するとともに、必要な情報の提供、相談支援等の体制の整備に努めます。また、Ｂ型及びＣ型ウィルス

肝炎については、その早期発見・治療を図るため、検診・受療の勧奨、保健指導等を実施します。 

区内における感染症の早期発見と拡大防止を図るため、関係部署と連携して感染症発生時の病原体検査を

効率的に実施していきます。また、東京都健康安全研究センターおよび地方衛生研究所全国協議会等とも連

携して専門知識や最新の技術を取り入れ、病原体検査機能の維持向上を図ります。 

肉の生食による腸管出血性大腸菌などの食中毒及びノロウイルスによる食中毒について、重点的に予防対

策を行っていきます。食中毒の発生と関連の深い業態を中心に立入検査を実施し、食品衛生講習会などで、事

故発生時の細かい検証実例を挙げて集中的に指導を行っていきます。 

※ ＨＩＶ（Ｈｕｍａｎ Ｉｍｍｕｎｏｄｅｆｉｃｉｅｎｃｙ Ｖｉｒｕｓ）／ＡＩＤＳ：後天性免疫不全症候群。ＨＩＶはその原因となる病原体。 
※ ＳＴＩ（性感染症）：性行為により感染した疾患の総称。 
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３１２ 感染症予防対策の充実 

ア． 予防接種率の向上・任意予防接種の助成 

イ． HIV/AIDS、STI予防・普及啓発 

ウ． 感染症対策（結核） 

エ． 肝炎対策事業の充実  

オ． 感染症の早期発見と拡大防止（感染症危機管理）のた 

めの病原体検査機能強化  

カ． 食中毒予防対策 

３１３ 健康をおびやかす事故などへの対応 

ア． 健康危機管理対策の推進 

イ． 感染症の早期発見と拡大防止（感染症危機管理）のた 

めの病原体検査機能強化 （再掲312） 

ウ． 薬局・毒劇物販売業者等の監視指導 

エ． 医薬品等管理のための講習会の実施 

３１４ 安心できる医療体制の確保・充実 

ア． 診療所への立ち入り検査 
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施策コード ３１２ 年次計画 

計画事業内容 ２７年度 ２８年度 ２９年度 

予防接種率の向上・ 

任意予防接種の助成 

定期予防接種の勧奨と 

任意予防接種の助成 
同左 同左 

事業費 １，６３１，７８４千円 １，６３１，７８４千円 １，６３１，７８４千円 

ＨＩＶ／ＡＩＤＳ、ＳＴＩ予防・普

及啓発 

ＨＩＶ／ＡＩＤＳ、ＳＴＩ予

防・普及啓発の推進 
同左 同左 

事業費 ３，８１２千円 ３，８１２千円 ３，８１２千円 

感染症対策（結核） 感染症対策（結核） 同左 同左 

事業費 １９８，３５０千円 １９８，３５０千円 １９８，３５０千円 

肝炎対策事業の充実 
肝炎健診の実施・ 

保健指導 
同左 同左 

事業費 １０，１４４千円 １０，１４４千円 １０，１４４千円 

感染症の早期発見と拡大防

止（感染症危機管理）のため

の病原体検査機能の強化 

関係部署との連携の強

化と試験検査の効率的

な実施 

同左 同左 

事業費 ５，０００千円 ５，０００千円 ５，０００千円 

食中毒予防対策 
重点監視指導の実施 

（対象７３４施設） 
同左 同左 

事業費 ５，１７０千円 ５，１７０千円 ５，１７０千円 

 

３１３ 健康をおびやかす事故などへの対応 

感染症に関する正しい知識、感染予防策について情報提供を行います。また、連絡会の開催や通知により、

医療機関、関係機関との連携及び情報共有を図ります。あわせて、対応体制の整備を図ります。 

感染症発生時を想定した訓練を継続的に実施し、連携をより緊密にしていきます。 

区内における感染症の早期発見と拡大防止を図るため、関係部署と連携して感染症発生時の病原体検査を

効率的に実施していきます。また、東京都健康安全研究センターおよび地方衛生研究所全国協議会等とも連

携して専門知識や最新の技術を取り入れ、病原体検査機能の維持向上を図ります。 

施策コード ３１３ 年次計画 

計画事業内容 ２７年度 ２８年度 ２９年度 

健康危機管理対策の推進 

情報提供 

関係機関との連携 

訓練の実施 

同左 同左 

事業費 －千円 －千円 －千円 

感染症の早期発見と拡大防

止（感染症危機管理）のため

の病原体検査機能の強化 

再掲３１２ 

関係部署との連携の強

化と試験検査の効率的

な実施 

同左 同左 

事業費 －千円 －千円 －千円 
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薬局・毒劇物販売業者等の

監視指導 

薬局・毒劇物販売業者

等の監視指導の実施 

（４３０件） 

同左 同左 

事業費 ２，１８０千円 ２，１８０千円 ２，１８０千円 

医薬品等管理のための講習

会の実施 

薬局等に対する講習会

の実施（１回） 
同左 同左 

事業費 ４０千円 １０千円 ２０千円 

「－」：事業費は、ＨＩＶ／ＡＩＤＳ、ＳＴＩ予防・普及啓発、感染症の早期発見と拡大防止（感染症危機管理）のための病原体検査機

能の強化（施策コード３１２）の中で計上しています。 

 

３１４ 安心できる医療体制の確保・充実 

医療安全管理体制の整備、院内感染対策の実施について、平成１９年度から有床診療所、平成２２年度から

医科無床診療所、平成２４年度からは歯科診療所の立入検査を実施しています。また、医師会・歯科医師会等

との連携に向けた取り組みを強化し、医療機関の自主管理体制を構築していきます。 

施策コード ３１４ 年次計画 

計画事業内容 ２７年度 ２８年度 ２９年度 

診療所への立入検査 ４０施設 同左 同左 

事業費 ４００千円 ４００千円 ４００千円 
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５ 食と住の安全性 

【施策の考え方】 

食品の安全性に対する関心が高まる一方、輸入食品の増大、遺伝子組み替え食品の普及等が進んでいま

す。このような状況を踏まえ、食をめぐる環境の変化を的確に捉えることにより、区民一人ひとりの食の安全の確

保に取組みます。また、住まいについても、区民の健康の維持・増進のうえで重要な役割を果たしています。し

かし、建材に使用される化学物質、衛生害虫等による健康被害も生じており、わかりやすい情報の提供及び相

談体制の充実を通した、健康に配慮した住まいづくりを進めます。 

【施策体系図】 

 
 
 
 
 

 

 

（１）健康食住の推進 

３１５ 安全で健康に配慮した食生活の確保 

迅速かつ正確でわかりやすい最新の食品衛生情報を、ホームページ、ツイッター、情報誌など広く媒体を活

用して発信していきます。食品衛生推進会議の提言や、区民からの意見収集により得られた知見を業務に反映

させていきます。 

食品衛生法の遵守と、食品安全基本法にある関係者の責務及び役割について指導します。自主管理の意

識向上と情報収集の重要性を説明し、食品衛生協会への加入を呼びかけます。食品製造業を中心とした監視

指導体制を構築し、ＨＡＣＣＰ※の段階的導入及び食品表示法の施行に対応していきます。 

※ＨＡＣＣＰ：食品の製造・加工工程のあらゆる段階で発生するおそれのある微生物汚染等の危害をあらかじめ分析し、その結果

に基づいて、製造工程のどの段階でどのような対策を講じればより安全な製品を得ることができるかという重要管理点を定め、これ

を連続的に監視することにより製品の安全を確保する衛生管理の手法。 

施策コード ３１５ 年次計画 

計画事業内容 ２７年度 ２８年度 ２９年度 

食の安全・安心情報の発信 
ホームページなどの 

情報提供の充実 
同左 同左 

事業費 １，１７０千円 １，１７０千円 １，１７０千円 

食品事業者等の指導 
事業者講習会受講の 

指導（年間１６回） 
同左 同左 

事業費 ８，７１０千円 ８，７１０千円 ８，７１０千円 
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３１５ 安全で健康に配慮した食生活の確保 

ア． 食育の実施 

イ． 食の安全・安心情報の発信 

ウ． 食品事業者等の指導 

３１６ 健康に配慮した住まいづくり 

ア． 住環境情報の提供・相談体制の充実 
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３１６ 健康に配慮した住まいづくり 

健康で快適な住環境の確保を図るため、アレルギー性疾患の原因の一つであるダニアレルゲンに関する検

査の実施や感染症を媒介する害虫を含めた発生源対策を指導するなど、安全な住まいに関する情報の提供と

相談体制の充実を図ります。 

施策コード ３１６ 年次計画 

計画事業内容 ２７年度 ２８年度 ２９年度 

住環境情報の提供・ 

相談体制の充実 

ダニアレルゲン検査 

（２００件） 
同左 同左 

衛生害虫の防除・駆除

方法の普及啓発 
同左 同左 

事業費 ５４０千円 ５４０千円 ５４０千円 
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